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六
月
三
十
日(

水)

、
当
備
後
教
区
の
引
き

受
け
の
も
と
、
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山(

岡
山

県
早
島
町)

を
会
場
に
し
て
中
・
四
国
地
区

仏
教
婦
人
会
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
五
十
回
に
あ
た
る
今
大
会
は
総
裁
大
谷

範
子
様
、
随
行
長 

不
二
川
公
勝
総
長
を
お
招
き

し
、「 

聞 

」
い
の
ち
み
つ
め
て
～
と
も
に
生

き
よ
う
～
を
テ
ー
マ
に
、
総
数
四
九
三
〇
名

の
参
加
を
い
た
だ
き
、
有
意
義
な
な
か
に
も

盛
況
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 

 
 

(

２
～
４
ぺ
ー
ジ
に
特
集
記
事
） 

一
昨
年
、
六
月
十
四
日
に
ご
遷
化
さ
れ
た
本
願

寺
第
二
十
三
代
勝
如
上
人(

前
門
さ
ま)

の
三
回

忌
法
要
並
び
に
御
影
御
迎
え
法
要
が
、
本
願
寺
備

後
会
館
に
お
い
て
七
月
二
日
午
後
二
時
よ
り
勤

修
さ
れ
ま
し
た
。
法
要
は
こ
の
た
び
新
た
に
御
迎

え
し
た
勝
如
上
人
の
御
影
を
左
脇
壇
に
奉
懸
し
、

高
田
英
彦
主
管(

教
務
所
長)

導
師
の
も
と
営
ま

れ
ま
し
た
。 

法
要
に
引
き
続
き
、
本
願
寺
の
安
部
恵
証
部
長

よ
り
ご
法
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

当
日
は
教
区
内
よ
り
多
数
の
参
拝
が
あ
り
、
上

人
の
ご
遺
徳
を
偲
び
な
が
ら
ご
法
縁
に
あ
わ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
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梅
雨
で
心
配
さ
れ
た
雨
に
も
降

ら
れ
ず
、
晴
天
の
下
迎
え
ら
れ
た

大
会
は
、
気
温
と
同
様
に
刻
々
と

上
が
る
参
加
者
の
熱
気
と
共
に
開

会
し
ま
し
た
。 

開
会
式
で
は
、
婦
人
会
員
に
よ

り
伝
供
が
行
わ
れ
、
深
津
組
専
光

寺
藤
井
文
子
坊
守
様
の
調
声
に
、

寺
族
婦
人
の
結
集
と
婦
人
会
員
二

百
三
十
名
の
コ
ー
ラ
ス
が
合
わ
せ

記
念
す
べ
き
第
五
十
回
中
・
四
国

地
区
仏
教
婦
人
会
大
会
を
迎
え
る
に

当
り
、
昨
年
十
月
に
大
会
実
行
委
員

会
を
結
成
し
て
頂
き
、
テ
ー
マ
を 

「
聞
」
い
の
ち
み
つ
め
て
～
と
も
に

生
き
よ
う
～
と
掲
げ
ま
し
た
。 

大
会
開
催
に
当
り
、
教
区
内
寺
院

並
び
に
仏
婦
単
位
会
、
そ
の
他
各
方

面
か
ら
ご
協
賛
を
賜
り
、
ま
こ
と
に

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

心
に
響
く
大
会
に
な
る
よ
う
仏
婦

役
員
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
法
正
先

生
の
指
示
と
各
部
門
の
先
生
方
に
ご

指
導
い
た
だ
き
、
準
備
出
来
た
こ
と

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

大
会
当
日
は
多
勢
の
ス
タ
ッ
フ
の

ご
協
力
に
よ
っ
て
お
陰
さ
ま
で
盛
会

裏
に
終
了
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

こ
の
大
会
を
機
縁
と
し
て
、
備
後

教
区
仏
教
婦
人
会
活
動
が
益
々
発
展

し
ま
す
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。 

て
、
参
加
者
と
共
に
重
誓
偈
の
音

楽
法
要
が
お
勤
め
さ
れ
た
後
、
本

大
会
に
ご
臨
席
頂
い
た
総
裁
様
よ

り
、
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。 

続
く
記
念
講
演
で
は
、
婦
人
会

総
連
盟
講
師
で
あ
る
清
岡
隆
文
先

生
よ
り
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。 

各
席
に
配
布
さ
れ
た
お
弁
当
で

の
昼
食
を
挟
ん
で
、
午
後
か
ら
は

教
区
ス
タ
ッ
フ
手
作
り
の
「
映
像 

と
音
楽
で
振
り
返
る
仏
婦
大
会

五
十
年
の
歴
史
」
を
、
四
百
イ

ン
チ
の
ス
ク
リ
ー
ン
い
っ
ぱ
い

の
懐
か
し
い
映
像
と
参
加
者
の

朗
ら
か
な
歌
声
に
合
わ
せ
て
お

送
り
し
ま
し
た
。 

こ
の
内
容
を
受
け
て
、
札
幌

市
大
乗
寺
衆
徒
の
清
水
恵
美
子

先
生
か
ら
問
題
提
起
を
頂
き
、

御
調
西
組
法
泉
寺
住
職
小
島
照

行
先
生
を
司
会
に
、
清
岡
先
生

・
清
水
先
生
・
有
光
千
津
子
大

会
委
員
長
を
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て

座
談
会
を
行
い
ま
し
た
。 

そ
の
中
で
各
先
生
よ
り
、
大

会
テ
ー
マ
で
あ
る
『
「
聞
」
い

の
ち
み
つ
め
て
～
と
も
に
生
き

よ
う
～
』
に
そ
っ
て
「
い
の
ち

」
を
考
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

閉
会
式
で
は
大
会
中
に
集
め

ら
れ
た
ダ
ー
ナ
募
金
の
報
告
が

あ
り
、
そ
の
全
て
が
更
生
保
護

法
人
「
本
願
寺
白
光
荘
」
に
送

ら
れ
ま
し
た
。
引
き
続
い
て
不

二
川
公
勝
総
長
の
挨
拶
を
頂
き

、
最
後
に
来
年
担
当
の
四
州
教

区
へ
大
会
旗
を
手
渡
し
、
熱
い

思
い
で
迎
え
た
一
大
イ
ベ
ン
ト

が
円
満
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

仏婦大会委員長    

 有光千津子 
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こ
の
度
七
月
に
、
福
岡
教
区

よ
り
、
ご
当
地
に
赴
任
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
福
井
に
生
ま
れ
、

ご
本
山
や
、
京
都
・
四
州
・
富

山
・
福
岡
へ
と
転
任
、
多
く
の

方
々
と
の
お
出
会
い
、
皆
様
の

ご
支
援
・
ご
協
力
の
も
と
お
育

て
を
賜
っ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

そ
の
間
、
ご
寺
院
に
お
伺
い

す
る
機
会
も
多
く
、
ご
住
職
は

じ
め
ご
門
徒
の
皆
様
の
ご
活
躍

の
様
子
を
、
直
に
拝
見
さ
せ
て

頂
く
機
会
が
で
き
ま
し
た
こ
と

は
、
非
常
に
有
難
い
こ
と
で
あ

り
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
今
日
の
社
会
情
勢
を

見
ま
す
と
、
核
家
族
化
や
世
代

交
代
が
進
み
、
社
会
の
し
く
み

そ
の
も
の
が
変
わ
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。 

 

ご
門
主
様
も
、
ご
親
教
で
「
一

人
暮
し
の
子
供
さ
ん
や
お
孫
さ

ん
に
、
ご
本
尊
を
持
た
せ
て
頂

き
た
い
。
そ
の
理
由
は
、
現
代
の

子
や
孫
に
、
形
な
く
し
て
お
念

仏
の
お
心
を
伝
え
る
こ
と
は
難

し
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
」
と
い

う
旨
お
示
し
頂
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
こ
と
も
あ
り
、
宗
門
で

は
今
年
度
か
ら
全
教
区
を
上
げ
、

幼
少
年
教
化
の
一
貫
と
し
て
全

寺
院
を
対
象
に
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
の
実
施
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

幼
少
年
教
化
は
、
取
り
も
直
さ

ず
次
代
を
担
う
青
少
年
の
育
成

を
考
え
て
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

教
区
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ

の
よ
う
な
活
動
の
推
進
を
は
か

る
と
共
に
、
ご
寺
院
へ
の
情
報

伝
達
、
支
援
等
を
は
か
り
、
基
幹

運
動
を
は
じ
め
、
教
区
活
動
の

一
層
の
発
展
に
微
力
を
尽
く
し

た
い
と
存
じ
ま
す
。
皆
様
に
は

ご
協
力
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
、

赴
任
の
ご
挨
拶
に
変
え
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。 

 
 

 
 

合
掌 

へ
の
財
政
基
盤
の
整
備
確
立
を

目
途
と
し
た
賦
課
制
度
の
改
定

を
検
討
す
る
取
り
組
み
等
々
に

お
い
て
皆
様
に
は
種
々
ご
心
労

を
お
か
け
し
た
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

現
代
社
会
に
お
い
て
、
私
た

ち
は
基
幹
運
動
の
名
の
も
と
、
す

べ
て
の
僧
侶
・
門
信
徒
・
各
教
化

団
体
が
連
携
し
つ
つ
諸
課
題
に

立
ち
向
か
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
、
そ
の
よ
う
な
中
で
運
動
推
進

の
基
盤
で
あ
る
教
団
、
教
区
そ
し

て
各
寺
院
の
将
来
に
向
け
て
組

織
の
再
整
備
ま
た
構
築
へ
の
取

り
組
み
と
ご
理
解
を
い
た
だ
き

た
く
存
じ
ま
す
。 

皆
様
よ
り
賜
り
ま
し
た
ご
教

導
を
胸
に
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
こ
れ
か
ら
も
宗
門
の
発
展
の

た
め
尽
力
い
た
す
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
何
卒
変
わ
り
ま
せ
ず

ご
指
導
ご
鞭
撻
賜
り
た
く
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

皆
様
に
は
拝
眉
の
う
え
、 

ご
挨
拶
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
紙
面
を
お
借
り
し

略
儀
な
が
ら
転
任
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 

合
掌 

 

前
備
後
教
区
教
務
所
長 

 

 

前
本
願
寺
備
後
会
館
主
管 

 

和
歌
山
教
区
教
務
所
長 

 

本
願
寺
鷺
森
別
院
輪
番 

 
 

 
 

 
 

佐
々
木 

孝
昭 

備
後
教
区
教
務
所
長 

本
願
寺
備
後
会
館
主
管 

 
 
 
 
 
 

 
 

高
田 

英
彦 

慈
光
照
護
の
も
と 

皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
愈
々
ご
清
祥

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
の
た
び
、
七
月
一
日
付
け

を
も
ち
ま
し
て
備
後
教
区
よ
り

和
歌
山
教
区
教
務
所
長
・
鷺
森
別

院
輪
番
と
し
て
転
任
致
し
ま
し

た
。 満

四
年
と
い
う
長
く
も
あ
り

短
い
と
も
言
え
る
期
間
で
あ
り

ま
し
た
が
、
み
な
さ
ま
の
ご
指
導

ご
協
力
を
い
た
だ
き
努
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ

り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

在
任
中
は
基
幹
運
動
推
進
へ

の
様
々
な
課
題
へ
の
対
応
、
将
来
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日 

時 

四
月
二
十
六
日(

月) 

場 

所 

深
津
組 

光
善
寺 

講 

師 

新
潟
教
区 

三
条
組 

 
   

 

長
念
寺 

山
之
内
浩
乗
先
生 

講 

題
「
お
寺
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」 

 
  

～
寺
院
教
化
活
動
の
す
す
め
～ 

日 

時 

四
月
十
三
日
（
火
） 

場 

所 

本
願
寺
備
後
会
館 

講 

師 

仏
婦
総
連
盟
講
師 

 

熊
本
教
区
阿
蘇
組 

東
照
寺 

 
 

  
 
 
 
 

後
藤
法
龍
先
生 

講 

題 

「
大
い
な
る
い
の
ち
に
い
だ

か
れ
て
」
～
わ
れ
ら
共
に
生
き
ん
～ 

  

三
〇
一
名
の
参
加
の
も
と
、
平
成

十
六
年
度
の
仏
教
婦
人
会
総
会
・
研

修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

午
前
は
総
会
・
若
婦
人
中
央
研
修

会
報
告
、
午
後
か
ら
は
先
生
よ
り
基

調
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

本
年
一
月
に
門
徒
戸
数
報
告
に

つ
き
ま
し
て
、
再
度
の
ご
依
頼
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
全
寺
院

よ
り
ご
報
告
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
各
種
委
員
会
を
数
回
に

亘
り
開
催
し
、
現
在
、
常
任
委
員
会

に
お
い
て
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し

た
門
徒
戸
数
等
を
参
考
資
料
と
し

て
、
教
区
賦
課
基
準
の
試
案
作
成
に

つ
と
め
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
「
正
直
者
が
損
を
す
る
」
と

い
う
思
い
も
払
拭
で
き
ま
せ
ん
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
「
正
直
者
が
胸

張
っ
て
歩
け
る
ぞ
」
と
い
う
思
い
に

思
い
直
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

賦
課
基
準
等
調
整
委
員
会
委
員
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

季
平
恵
海 

 

本
年
四
月
区
令
が
発
布
さ
れ
、
現
在

ま
で
全
体
委
員
会
二
回
、
小
委
員
会

を
二
回
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
委
員

会
に
お
い
て
は
、
本
山
よ
り
依
頼
の

あ
り
ま
し
た
教
区
目
標
護
持
口
数

一
七
、
〇
七
〇
口
数
を
、
各
組
へ
依

頼
す
る
た
め
、
ま
た
三
十
年
間
放
置

さ
れ
た
護
持
口
数
の
不
公
平
感
是

正
に
向
け
て
種
々
検
討
を
い
た
し

て
お
り
ま
す
。 

 
 

七
月
十
四
日
、
備
後
教
区
教
区

会
議
員
の
本
山
参
拝
を
実
施
、
当

日
、
総
御
堂
で
お
つ
と
め
の
後
、

御
影
堂
修
復
工
事
現
場
を
見
学

し
、
午
後
三
時
よ
り
宗
務
所
に
て

総
局
と
協
議
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
特
に
、
護
持
口
数
を
中
心
と

し
た
賦
課
制
度
の
見
直
し
、
大
遠

忌
に
向
け
て
の
諸
問
題
に
つ
い

て
熱
心
に
協
議
を
い
た
し
、
ま
た

一
般
寺
院
の
諸
問
題
に
つ
い
て

宗
門
と
し
て
助
言
・
対
応
で
き
る

シ
ス
テ
ム
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
の
要
望
も
伝
え
、
実
り
あ
る

総
参
拝
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

 日 

時 

六
月
三
日
（
木
） 

場 

所 

本
願
寺
備
後
会
館 

講 

師 

東
京
教
区 

静
岡
西
組 

 
   

   

教
覚
寺 

南
荘
乘
宏
先
生 

講 

題 

「
お
寺
へ
行
こ
う
よ
、 

 
   

   
   

   
  

ほ
と
け
の
子
」   

 
  

 

～
今
お
寺
で
で
き
る
こ
と
～ 

  

八
十
五
名
の
参
加
の
も
と
、
平
成

十
六
年
度
の
寺
族
婦
人
会
総
会
・
研

修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
前
は
総

会
、
午
後
か
ら
は
先
生
よ
り
基
調
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
八
十
名
の
参
加
の
も
と
、
午
前
は

山
之
内
先
生
よ
り
ゲ
ー
ム
を
含
め
た

楽
し
い
研
修
会
で
し
た
。 

午
後
は
、
仏
教
讃
歌
の
指
導
を
ボ
ー

モ
リ
ー
ズ
、
並
び
に
藤
井
文
子
先
生

よ
り
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
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六
月
二
十
一
日(

月)

～
二
十
二

日(

火)
、
本
願
寺
備
後
会
館
に
お

い
て
、
一
日
目
に
布
教
団
総
会
・

研
修
会
、
二
日
目
に
は
夏
期
布
教

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

一
日
目
の
午
前
は
総
会
、
午
後

か
ら
は
研
修
会
が
行
わ
れ
、
ご
講

師
に
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
元
総

長
・
宗
会
議
員 

本
願
寺
津
村
別
院

輪
番 

豊
原
大
成
先
生
を
お
迎
え
し

『
釈
尊
の
ご
生
涯
』
と
い
う
題
名

で
ご
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

二
日
目
、
夏
期
布
教
大
会
は
七

十
名
以
上
の
お
同
行
に
お
参
り
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

夏
期
布
教
大
会
出
講
者(

出
講
順)

 

午
前 

真
澄 

慎
一 

師 

 
 
 
 

 
 (

世
羅
組
・
善
行
寺) 

     

栗
原 

一
乗 

師 

 
 
 
 
 
  (

世
羅
組
・
浄
楽
寺) 

     

山
下 

義
円 

師 
 

 
 
 
 
 
   

 (

奥
組
・
浄
福
寺) 

午
後  

箱
田 

義
信 

師 

 
 
 
 
 
(

沼
隈
南
組
・
西
光
寺) 

      

福
間 

玄
猷 

師 
 

         
  (

三
次
組
・
源
光
寺) 

      

平
山 

義
隆 

師 

         
  (

深
津
組
・
光
栄
寺) 

 
 

期 
 

日 
 

九
月
十
七
日(

金)

～
十
八
日(

土) 

 
 

旅
行
代
金 

 

五
二
、
〇
〇
〇
円 

 
 

申
込
方
法 

 

別
紙
申
込
書
に
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

詳
細
は
後
日
参
加
者
の
方
へ
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 
 

申
込
締
切 

 

八
月
三
十
日(

月) 
  

 
 

 

今
年
度
も
例
年
の
ご
と
く
企
画
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、 

 
 
 
 

お
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
お
誘
い
合
わ
せ
頂
き
ご
参
加 

 
 
 
 

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

     
 

日 

時 
 
 
 

十
月
二
十
日(

水)
 

十
三
時
～ 

 
 

講 

師 
 
 
 

中
村 

哲 

先
生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
現
地
代
表
・
Ｐ
Ｍ
Ｓ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
医
療
サ
ー
ビ
ス)

院
長 

 
 

大
会
テ
ー
マ 

「
平
和
を
築
く
道
～
ア
フ
ガ
ン
支
援
に
学
ぶ
」 

 
 

会 

場 
 
 
 

く
い
文
化
セ
ン
タ
ー(

御
調
郡
久
井
町) 

 
 

資
料
代 

 
 
 

一
、
〇
〇
〇
円 

 

今
年
で
１
０
回
目
を
迎
え
る
「
平
和
の
つ
ど
い
」
・
・
・ 

一
つ
の
節
目
と
し
て
基
推
並
び
に
関
係
役
職
者
で
実
り
あ
る

つ
ど
い
を
企
画
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

 

何
卒
ご
参
加
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

特
別
布
教
大
会
出
講
者(

出
講
順)

 

午
前 

藤
間 

幹
夫 

師 

 
 

 
 
 
  (

深
津
組
・
光
明
寺) 

     

長
谷
川
憲
章 

師 

 
 

 
 
 
  (

三
谿
組
・
善
徳
寺) 

      

奥
村 

昭
道 

師 

         
(

備
中
里
組
・
大
円
寺) 

午
後  

椙 
 
 

英
俊 

師 

         
  (

神
石
組
・
光
徳
寺) 

      
三
條 

義
見 

師 

         
(

鴨
川
北
組
・
円
福
寺) 

  
    

山
下 
義
円 

師 

     (
奥
組
・
浄
福
寺)

 

六
月
二
十
七
日(

日)

三
次
組
源
光
寺

に
お
い
て
、
布
教
団
主
催
に
よ
る
特

別
布
教
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

朝
早
く
か
ら
百
名
以
上
の
婦
人
会
の

皆
様
に
お
参
り
を
頂
き
ま
し
た
。 

布教大会を開催するにあたり参詣奨励のご協力

を頂きました事心より厚く御礼申し上げます。 
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委
員
長 

比 

婆 

西
林
坊 

森
元 
静
美 

 

副
委
員
長 

沼
隈
南 

福
泉
坊 

高
山 

稔
恵 

芦 

田 

善
行
寺 

堤 
 

浄
子 

 

役 

員 

備
中
里 

高
運
寺 

 

塩
田 

洋
子 

 

中 
 

蓮
通
寺 

三
宅 

文
子 
 
 

 

奥 
 
 

教
連
寺 

 

那
須 

閑
子 

 

奥 

泉
瀧
寺 

大
塚
貴
和
子 

深 

津 

光
明
寺 

藤
間 

恭
子 

深 

津 

光
栄
寺 

平
山 

寿
賀 

鴨 

川 

福
泉
坊 

季
平 

智
世 

鴨
川
北 

正
明
寺 

渡
辺 

篤
子 

 

理
事
長･

会
議
員 

三 

次 

西
善
坊 

戸
田 

 

肇 

 

副
理
事
長 

御
調
東 

光
林
寺 

元
廣 

清
志 

世 

羅 

光
永
寺 

松
本 

待
男 

 

監 

事 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三 

次 

法
正
寺 

塩
田 

博
惟 

芦 

田 

光
明
寺 

渡
辺 

堅
吾 

 

委
員
長 

三 

谿 

照
善
坊 

福
間 

真
也 

 

副
委
員
長 

深 

津 

光
明
寺 

藤
間 

幹
夫 

世 

羅 

照
光
寺 

脇
本 

寿
真 

 

会 

計 

三 

谿 

明
覚
寺 

不
ニ
川
公
哉 

 

監 

査 
 

御
調
西 

法
泉
寺 

小
島 

照
行 

世 

羅 

浄
楽
寺 

栗
原 

一
乗 

 

役 

員 

 

中 

辻
之
坊 

杉
原 

顕
正 

深 

津 

光
円
寺 

平
山 

智
正 

深 

津 

慶
満
寺 

松
井 

一
昭 

沼
隈
南 

南
禅
坊 

高
階 

百
寿 

神 
石 

正
善
寺 

熊
原 

得
也 

三 
谿 
善
徳
寺 

長
谷
川
憲
章 

御
調
東 
大
通
寺 

大
淵 

英
範 

 

 

 
(

敬
称
略) 

中
央
委
員 

 
 

三
谿
組 

照
善
坊
門
徒 

 
 
 
 
 
 
 
 

中
村 

道
明 

仏
青
連
盟
委
員
長 

 
 

世
羅
組 

円
超
寺
門
徒 

 
 
 
 
 
 
 
 

原
田 

 

薫 

沼
隈
西 

堅
中
寺 

日
照 

律
美 

沼
隈
西 

法
蔵
坊 

藤
原 

美
保 

芦 

田 

光
明
寺 

千
葉 

礼
子 

神 

石 

正
光
寺 

和
泉 

千
鶴 

三 

谿 

照
善
坊 

福
間 

裕
子 

比 

婆 

徳
了
寺 

村
上 

聖
子 

三 

次 

源
光
寺 

福
間 

洋
子 

三 

次 

浄
圓
寺 

足
利 

悦
子 

御
調
東 
正
典
坊 

近
安 

美
順 

御
調
東 
光
林
寺 

箱
田 

紀
子 

御
調
西 

専
光
寺 
藤
井 

由
里 

世 

羅 

善
行
寺 

真
澄 
洋
子 

世 

羅 

了
安
寺 

阿
部
千
万
子 

 

役
員
・
理
事 

深 

津 

真
光
寺 

高
橋 

実
雄 

芦 

田 

光
明
寺 

土
井 

正
明 

三 

谿 

照
善
坊 

平
野 

治
之 

比 

婆 

妙
延
寺 

畠
上 

耕
治 

 

御
調
西 

法
泉
寺 

貞
広 

節
夫 

世 

羅 

西
教
寺 

中
谷 

 

努 

三 

次 

西
善
坊 

曽
利
田
隆
三 
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仏
壇
の
歴
史
に
つ
い
て 

 

仏
壇
の
起
源
は
白
鳳
十
四
年
三
月

(

六
八
五
年)

、
天
武
天
皇
が
「
諸
国
家
毎

に
仏
舎
を
設
け
、
仏
像
及
び
経
文
を
安

置
し
以
て
三
宝
を
供
養
す
べ
し
」(
日
本

書
紀
巻
二
十
九)

と
詔
を
出
さ
れ
た
こ

と
に
始
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
一
説
に
は
こ
こ
で
い
う
家
は

民
家
の
こ
と
で
は
な
く
役
所
を
さ
し
、

諸
国
の
役
所
に
仏
舎
を
建
て
よ
と
い
う

国
分
寺
の
起
源
と
の
見
方
も
あ
り
ま
す
。 

 

で
す
が
平
安
時
代
に
編
集
さ
れ
た
日

本
最
古
の
辞
典
『
伊
呂
波
字
類
鈔
』
に
は

既
に
「
仏
壇
」
と
い
う
語
が
出
て
き
ま
す
。 

『
平
家
物
語
』
に
「
御
庵
室
を
結
ん
で
一

間
を
ば
仏
所
に
定
め
」
と
い
う
一
文
も

み
え
る
よ
う
に
、
家
の
一
室
に
仏
像
を

安
置
し
て
礼
拝
供
養
す
る
人
も
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
た
だ
し
、
家
の
一
室
を
仏
間

と
し
、
仏
像
を
安
置
で
き
た
の
は
一
部

の
人
で
、
一
般
民
衆
の
多
く
は
仏
閣
に

参
っ
て
紙
に
摺
っ
た
仏
像
を
請
い
、
家

の
壁
や
柱
に
貼
り
付
け
て
礼
拝
し
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
書
院
造
り
の
建
築
様

式
が
確
立
さ
れ
た
室
町
時
代
に
は
、
床

の
間
に
仏
画
や
名
号
を
か
け
て
、
三
具

足
を
か
ざ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

浄
土
真
宗
に
お
い
て
は
八
代
蓮
如

上
人
継
職
の
頃(

一
四
五
七
～
九
九
年)

か
ら
門
徒
中
の
道
場
に
絵
像
や
名
号
が

下
付
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
奉
懸
し
て

礼
拝
し
、
信
心
を
た
し
か
め
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
こ
う
し
た
在
り
方
が
次
第
に

在
家
門
徒
に
も
波
及
し
、
本
願
寺
よ
り

小
型
の
絵
像
本
尊
の
下
付
を
受
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
十
代
証
如
上
人
の

頃(

一
五
二
六
～
五
四)

の
本
尊
も
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
動
く
道
場
」
と

称
さ
れ
る
仏
壇
形
式
の
厨
子
が
滋
賀
県

日
野
町
歯
黒
氏
一
族
に
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
絵
像
は
裏
書
を
欠
く
も
の
の
、
蓮

如
上
人
の
頃
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
、

現
在
も
一
族
持
ち
回
り
で
管
理
さ
れ
て

い
ま
す
。
た
だ
、
現
存
の
仏
壇
は
近
世
江

戸
時
代
の
も
の
で
当
時
の
仏
壇
を
知
る

に
は
乏
し
い
の
で
す
が
、
原
型
と
な
る

も
の
が
こ
の
頃
、
既
に
存
在
し
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
在
家
教

団
の
浄
土
真
宗
で
は
独
自
の
仏
壇
の
発

展
が
見
え
ま
す
。
宗
派
を
問
わ
ず
、
い
わ

ゆ
る
箱
形
の
仏
壇
が
全
国
津
々
浦
々
の

家
々
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

江
戸
時
代
に
徳
川
幕
府
が
キ
リ
シ
タ
ン

弾
圧
、
民
衆
統
制
の
た
め
檀
家
制
度
を

設
け
て
か
ら
と
い
え
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
歴
史
が
あ
り
、
仏
壇
は

ど
の
家
に
も
置
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
以
後
、
仏
壇(

ご
本
尊)

は
家
庭
生

活
の
中
心
に
位
置
し
て
き
ま
し
た
が
、

現
在
は
仏
壇
の
な
い
家
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
よ
ろ
こ
び
、
悲
し
み
の
日
常
生

活
が
阿
弥
陀
様
と
と
も
に
あ
る
こ
と
を

言
葉
以
上
に
伝
え
て
き
た
の
が
お
仏
壇

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
念
仏
申
し
、
手

を
合
わ
す
姿
を
通
し
て
…
。 

｢

今
号
よ
り
新
連
載
『
み
の
り
の
わ
』
を

お
届
け
い
た
し
ま
す
！
『
み
の
り
の
わ
』

は
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
教
化
活
動(

勉
強

会
、
婦
人
会
活
動
、
合
唱
団
な
ど
‥)

を
お

知
ら
せ
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
備
後
教
区

内
に
と
ど
ま
ら
ず
ご
縁
を
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
！｣

 

 『
和
讃
の
会
』
分
野
―
勉
強
会 

今
回
お
届
け
す
る
の
は
『
和
讃
の

会
』
と
い
う
勉
強
会
で
す
。
平
成
七
年

発
足
。
現
在
会
員
は
八
名
。
会
場
は
会

員
の
皆
さ
ま
の
持
ち
回
り
で
、
こ
の

度
は
深
津
組
法
真
寺
様
で
し
た
。 

勉
強
方
法
―
親
鸞
聖
人
の
和
讃
の

繰
り
読
み
で
す
。
ま
ず
代
表
者
が
和

讃
を
一
首
二
回
唱
和
し
ま
す
。 

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
味
わ
い
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
の
ま
ま
に
語
り
合

う
と
い
う
や
り
方
で
す
。
特
に
味
わ

い
に
つ
い
て｢

答
え
を
出
さ
な
い
！｣

よ
う
に
し
て
、
な
に
よ
り
も
一
人
一

人
の
味
わ
い
を
大
切
に
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。 

『
和
讃
の
会
』
の
い
い
所
（
会
員
さ

ん
の
コ
メ
ン
ト
） 

● 

予
習
・
復
習
を
し
な
く
て
い
い
。 

● 

好
き
な
こ
と
を
言
え
る
。 

● 

年
齢
の
幅
が
広
い
の
で
色
ん
な

視
点
に
気
付
く 

も
と
も
と
『
和
讃
の
会
』
の
発
足
目

的
が｢

お
聖
教(

註
釈
版
聖
典)

を
い

か
に
開
く
か
！｣

だ
っ
た
そ
う
で
、
何

よ
り
も
こ
の
会
の
良
い
と
こ
ろ
は
十

年
近
く
も
仲
間
と
聖
典
を
開
く
ご
縁

を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
だ
と
皆
さ

ん
口
を
揃
え
て
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。 

昨
年
は
『
本
願
力
に
あ
ひ
ぬ
れ
ば
』

と
い
う
法
話
集
を
出
版
。
今
後
、
十
年

の
区
切
り
へ
向
け
て
大
論
文
集
を
作

成
の
予
定
だ
そ
う
で
す
。 

 (

記
者
礼
―
お
そ
ば
お
い
し
か
っ
た
で
す)

 色んな活動募集！宛先はこちら 
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四
月
一
日(

木)

、
御
調
町
の
県
立

ふ
れ
あ
い
の
里
に
お
い
て
、
備
龍
会
主

催
に
よ
る
備
後
教
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

「
打
た
『
れ
』
て
行
く
ぞ
ー
!!
」

の
掛
け
声
や
、
子
ど
も
の
打
球
を
捕
っ

た
時
の
「
お
に
～
!!
」
と
い
う
野
次

と
と
も
に
、
七
十
名
以
上
の
参
加
者

が
、
老
若
男
女
の
区
別
な
く
青
空
の

下
で
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
む
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。 

優
勝
は
芦
田
組
で
、
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
は

芦
田
組 

慶
照
寺 

田
坂
蘭
子
さ
ん

(

写
真
ピ
ッ
チ
ャ
ー)

、
最
優
秀
投
手

に
は
沼
隈
南
組 

南
禅
坊 

高
階
百
壽

さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

 

本
願
寺
派
宗
門
校
で
あ
る
黎
明

高
校
サ
ッ
カ
ー
部
に
、
サ
ッ
カ
ー

専
用
グ
ラ
ン
ド
（
笠
岡
市
み
の

越
）
が
完
成
し
ま
し
た
。 

 

四
月
十
八
日
に
、
完
成
を
記
念

し
た
式
典
に
続
き
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
ゲ
ー
ム
で
昨
年
度
の
高
校
総

体
、
全
国
高
校
選
手
権
二
冠
を
制

し
た
強
豪
・
国
見
高
校(

長
崎
県)

と
対
戦
し
ま
し
た
。 

 

三
十
五
分
ハ
ー
フ
で
行
わ
れ
た

試
合
は
終
始
、
国
見
高
校
の
ペ
ー

ス
。
黎
明
高
校
は
声
を
掛
け
合

い
、
集
中
力
を
切
ら
さ
ず
懸
命
に

プ
レ
ー
し
ま
し
た
が
、
後
半
十
五

分
過
ぎ
、
サ
イ
ド
攻
撃
か
ら
国
見

高
校
に
ゴ
ー
ル
を
割
ら
れ
ま
し

た
。
終
了
間
際
、
黎
明
高
校
は
連

続
し
て
相
手
ゴ
ー
ル
前
ま
で
迫
り

ま
し
た
が
、
結
局
〇
対
１
で
敗
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
黎
明
高
校
三

年
、
石
橋
大
介
主
将
は
「
い
く
つ

か
自
分
た
ち
の
プ
レ
ー
が
国
見
に

通
用
し
た
。
こ
の
自
信
を
胸
に
今

後
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

黎
明
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
は
創
部

三
年
目
で
、
部
員
数
二
十
六
人
。 

 

今
年
か
ら
選
手
寮
を
新
設
し
、

 

去
る
七
月
六
日
、
福
岡
県
大
野
城

市
総
合
公
園
グ
ラ
ン
ド
で
備
後
教

区
、
備
龍
会
野
球
部
と
福
岡
教
区
野

球
部
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ａ
と
の
交
流
試
合
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
全
国
寺
青

野
球
大
会
、
二
回
戦
で
顔
を
合
わ
せ

た
両
チ
ー
ム
で
し
た
が
、
こ
れ
を
縁

に
今
後
と
も
交
流
が
も
て
れ
ば
と

今
回
の
再
戦
が
実
現
し
ま
し
た
。 

 

二
試
合
行
い
、
一
勝
一
敗
で
あ
り

ま
し
た
が
、
秋
の
全
国
大
会
で
の
再

戦
を
誓
い
合
い
福
岡
を
後
に
し
ま

し
た
。 

今
後
と
も
野
球
を
通
じ
て

両
教
区
の
青
年
僧
侶
の
交
流
を
深

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

韓
国
の
高
校
か
ら
留
学
生
二
選
手

を
受
け
入
れ
る
な
ど
強
化
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
後
の
黎
明
高
校
サ
ッ
カ
ー
部

の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。 
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  6 日 ブロック少年連盟連絡協議会（山口） 

  6 日 賦課基準等調整委員会 

 6 日 仏婦大会実行委員会 

 6 日 教区勤式練習会 

 7 日 ビハーラ役員会 

 6 日 仏婦大会出版物打ち合わせ 

 10 日 護持口数調整委員会 

 10 日  門徒総代会世話人会  

 11 日  会館常例法座（平山静暁師） 

 6 日 寺婦三役会 

 12 日 ブロック保育連盟連絡協議会（山口） 

 13 日 基推総会・研修会 

 14 日  布教団役員会 

 14 日  仏婦大会印刷・記録部門会議 

 15 日 若婦専門委員会（ほほえみの会） 

 17 日 保育連盟全体協議会 

 18 日 仏婦大会コーラス練習会 

 21 日 仏婦大会物品販売・昼食部門会議 

 25 日 少年連盟役員会 

 27 日 寺婦役員会  

 27 日 仏婦大会行事部門会議 

 28 日 仏婦大会実行委員会  

 31 日 賦課基準等調整小委員会 

 31 日  仏婦大会部門別連絡会 

 

  1 日 仏婦大会部門別連絡会 

  2 日 仏婦大会物品販売・弁当部門会議 

 2 日 護持口数調整小委員会 

  3 日 寺婦総会・研修会 

 3 日  少年教化推進専門委員会 

 3 日  仏婦大会部長会議 

  4 日 仏婦大会仏華会議 

 4 日  教区勤式練習会 

  5 日 仏婦大会コーラス全体練習会 

  7 日 同朋三者懇話会 

  9 日 賦課基準等作業部会 

 10 日 仏婦大会印刷記録部門会議 

 11 日  会館常例法座（吉岡隆義師） 

 11 日  仏婦大会部長会議  

 12 日 賦課基準等作業部会 

 14 日 仏婦大会実行委員会 

 15 日 仏婦大会寺院スタッフ説明会 

 15 日  サマースクール実動班会合 

 15 日 護持口数調整小委員会 

 17 日 賦課基準等調整小委員会 

 18 日 会館責役・総代会 

     仏婦大会コーラス全体練習会 

       

 21 日 布教団総会・研修会 

 22 日 夏期布教大会 

 24 日 仏婦大会全スタッフ説明会・大会資料詰め 

 25 日 少年教化推進専門委員会 

 27 日 特別布教大会（三次組源光寺） 

 28 日 会館責役・総代会 

 29 日 第５０回中四国ブロック仏婦大会レセプション 

 30 日 第５０回中四国ブロック仏婦大会 

 
  2 日  勝如上人三回忌法要 

 2 日 仏婦大会慰労会 

  3 日 ブロック仏青連絡協議会（安芸） 

  5 日 賦課基準等調整常任委員会 

  8 日 ビハーラ総会・公開講座 

  9 日 教区勤式練習会 

 10 日  若婦専門委員会（ほほえみの会） 

 11 日  会館常例法座（箱田義信師） 

 12 日 門推世話人会・基推第三部会 

 12 日 教区報専門委員会 

 12 日 基推正副委員長会議 

 13 日 ブロック仏婦連絡協議会（安芸） 

 13 日 中四国所長・議長会同 

 14 日 教区会本山参拝 

 14 日 基推第一部会 

 15 日 少年連盟指導者研修会 

 15 日 サマースクール指導者養成研修会 

 15 日    〃   実動班会合 

 16 日 護持口数調整委員会 

 21 日 仏婦大会印刷・記録部門会議 

 22 日 組勤式推進員・特法協議会 

 22 日  教区勤式研修会   

 23 日 護持口数調整小委員会 

 24 日 連区仏壮連絡協議会（山口） 

 27 日 仏婦役員会 

 29 日 まことの保育大学講座（山口） 

 30 日 常備会 

  
 

 11 日  会館常例法座(高田英彦師) 

 12 日  会館休館日（16 日まで） 

 29 日 仏壮夏期研修会（御調西・光徳寺）  

 

  3 日 同朋三者懇話会（広島） 

  5 日 若婦専門委員会（ほほえみの会） 

 6 日 組織教化活性化専門委員会 

  8 日 連区布教使研修会（山口） 

 10 日 教区勤式練習会 

 11 日 会館常例法座（平山義文師） 

 11 日 連区門徒推進員連絡協議会（安芸） 

 17 日 千鳥ヶ淵法要団体参拝 

 29 日 連区青年布教使研修会（四州） 

 
  6 日 連研のための研究会 

  8 日 寺婦勉強会 

 8 日  中四国寺青野球大会（四州） 

   8 日  教区勤式練習会 

  11 日 会館常例法座（佐藤知水師） 

  20 日 平和のつどい 

５月 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 
6 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 7 月 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 8 月 

 
 

 9 月 

 

 

 

 

 

 

10 月 

自己を映し出す鏡を失うと、 

      人間は限りなく傲慢になる 

人は死ぬということを知っているが、 

  自分が死ぬというときになると驚く 
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本
願
寺
備
後
会
館
の
今
年
度
の

夏
期
休
館
日
を
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す 

  

世 

羅 
 

西
教
寺 

 
 

衆 

徒 

安
本 

義
明 

(

平
成
十
五
年
十
二
月
二
十
三
日
寂)

 

沼
隈
南 

 

勧
正
坊 

 
 

前
住
職 

中
山 

正
真 

 
 
 
 
(

四
月
二
十
一
日
寂) 

世 

羅 
 

善
行
寺
門
徒 

 
 

門
徒
教
区
会
議
員 

 
 
 
 

 
 

重
藤 

一
也 

 
 
 
 

 
 

 
(

六
月
十
三
日
寂) 

 

 

中 
 
 

光
栄
寺 

 
   

佐
藤 

 

恵
子 

( 

唯 

恵 

） 

御
調
東 

 
福
善
寺 

 
  

大
田
垣 
聖
行
（ 

聖 

行 

） 

御
調
西 

 

法
泉
寺 

 
  

小
島 

 

芳
照
（ 
芳 

照 

） 

世 

羅 
 

正
満
寺 

 
  

島
津 

 
 

慧
（ 

惠 
航 
） 

世 

羅 
 

西
照
寺 

 
  

米
沢 

 

友
樹
（ 

友 

樹 

） 
 
 
 

(

平
成
十
六
年 

二
月
二
十
七
日
付)

 

三 

次 
 

西
覚
寺 

 
 

伊
川 

 

大
慶
（ 

大 

慶 

） 
(

平
成
十
六
年 

三
月
十
五
日
付) 

御
調
西 

 

西
王
寺 

 
  

西
王
地 

深
雪
（ 

深 

雪 

） 
(

平
成
十
六
年 

五
月
十
五
日
付)  

 

沼
隈
南
組 

 

勧
正
坊 

様 

 

御
調
東
組 

 

尊
光
寺 

様  

深 

津 
 
 

光
行
寺 

 
  

中
村 

真
紀
子
（ 

順 

真 

） 

深 

津 
 
 

真
光
寺 

 
   

脇
本  

裕
樹 

（ 

裕 

樹 

） 
 
  

芦 

田 
 
 

慶
照
寺 

 
 

田
坂 

 

英
尊 

（ 

英 

尊 

） 

比 

婆 
 

妙
延
寺 

 

 
  
 

尾
野 

 

敬
子 

（ 

和 

敬 

） 
 
 
 

（
平
成
十
六
年
三
月
三
十
日
付
） 

今年４月１日、下記の通り編入・合併

がございました。 

郵便番号・電話番号の変更はありま

せんが、古い住所での郵便配達はい

ずれできなくなりますので、住所録

等の変更のある方はご確認下さい。 
 

【編 入】 

・甲奴郡上下町 → 府中市 
 

【合 併】 

・甲奴郡甲奴町 

・双三郡君田村 

・ 〃 布野村 

・ 〃 作木村 → 三次市 

・ 〃 吉舎町 

・ 〃 三良坂町 

・ 〃 三和町 
 ※君田村・布野村・作木村は三次市○○町に変更 

法
務
を
前
住
に
頼
む
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
が
、
前
住
は
道
が
わ
か
ら
な
く

な
っ
た
と
言
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、

新
し
い
道
が
つ
い
た
事
に
よ
り
景
色

が
変
わ
っ
た
為
、
道
順
が
わ
か
ら
な
く

な
っ
た
ら
し
い
の
で
す
。
一
度
一
緒
に

お
参
り
に
出
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

旧
道
メ
イ
ン
の
移
動
で
、
立
派
な
新
し

い
道
は
横
断
に
利
用
す
る
だ
け
・
・
・
。

そ
れ
は
そ
れ
は
不
思
議
な
道
順
で
あ

り
ま
し
た
。 

 

平
成
と
い
う
時
代
は
パ
ソ
コ
ン
と

携
帯
電
話
が
著
し
い
普
及
を
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
勢
い
は

と
ど
ま
る
ど
こ
ろ
か
凄
い
勢
い
で
す
。

こ
れ
ら
は
法
務
に
も
な
か
な
か
便
利

な
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
使
い
こ
な
し

て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
と
、
無
理
で

す
ね
。
携
帯
電
話
の
大
き
さ
に
ど
う
も

不
似
合
い
な
取
扱
説
明
書
の
ブ
厚
さ
。

パ
ソ
コ
ン
は
、
便
利
な
ワ
ー
プ
ロ
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
で

も
年
回
の
案
内
を
手
書
き
し
て
い
た

頃
の
、
「
〇
〇
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
て

も
う
十
三
年
か
～
」
と
い
っ
た
ご
縁
は

無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
教

区
報
の
編
集
作
業
に
も
パ
ソ
コ
ン
は

無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。
私
は

と
い
う
と
、
デ
ジ
タ
ル
な
も
の
を
今
日

も
ア
ナ
ロ
グ
的
に
不
思
議
に
使
っ
て

い
ま
す
。
便
利
だ
な
～
と
思
い
な
が

ら
…
…
。 

 
 
 
 

 
(

Ｓ
．
Ｉ)

 

(

敬
称
略) 

(

敬
称
略) 

(

敬
称
略) 

 
 
 

以
上
の
方
々
よ
り
香
典
返
礼
を 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

頂
き
ま
し
た
。 


